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広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第60弾

広野暮らし相談窓口「りんくひろの」相談員の大森です。５月31日（金）に富岡町学びの
森で開催された「第２回関係人口サミット～関係人口の可能性～」に参加してきました。昨年
の第１回開催の参加に引き続き２回目の参加となりますが、今年の関係人口サミットは講演を
聞くにとどまらず、参加者同士が意見交換する時間も設定されており内容の濃いプログラムと
なっておりました。

そもそも「関係人口」とはどのような人々を指すかというと、「観光」以上「移住」未満、
観光に来た「交流人口」でもなく、移住した「定住人口」でもなく特定の地域に関係性をもち、
継続的に足を運び多様な形で関わる人々の事を総称して「関係人口」と呼んでいます。広野町
も移住定住促進事業の一環として、地元企業への大学生インターンの受け入れなどを行い、広
野町への「関係人口」創出を行っています。また、町内のＮＰＯ法人や団体で、県外の方との
繋がりづくりを進め「関係人口」創出に取り組まれている方々もいらっしゃいます。

第１部の基調講演では「関係人口」の第１人者である『ソトコト』編集長の指出氏、青森大
学社会学部准教授の石井氏から「関係人口」にまつわる具体的な事例などを聴くことができま
した。第２部のパネルディスカッションでは広野町内ホテルの代表者がパネリストとして登壇
され、運営するホテルでの「関係人口」創出の取組を発表されていました。そのホテルでは、
短期間の就労者を受け入れる事業に参画し、県外から広野町へ足を運ぶ人を増やしつつ、ホテ
ル従業員の業務の補てんに役立てている事例を発表されていました。第３部の分科会では関係
人口サミットに参加した方々が、基調講演された指出氏や石井氏、パネルディスカッションに
登壇したパネリストと各テーマに対して直接意見交換いたしました。

移住には就労などで直接地域に住み始める方もいれば、「関係人口」のように地域と関係性
を構築し最終的に移住する方と様々です。移住者を増やしていく取組の一つとして、長いスパ
ンで考え、広野町という地域に対して「関係人口」と呼ばれるような人々を増やす取り組みを
行っていくことも大切なのではないかと思いました。
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に参加してきました。

　フリーマーケットを定期開催
　毎月第４土曜日・日曜日を原則として、二
ツ沼総合公園芝生広場でフリーマーケットの
開催を始めました。場所は遊戯広場の近くで
す。（※雨天中止のほか、出店者がいない場合
は開催中止となります。）
　５月の開催の際には、出品物はおもちゃや
犬がデザインされた食器類、ハンドメイドの
アクセサリーや縁日、本格的なインド刺繍の
小物等が出品されました。今後は出店者も増
え、様々な出品物が販売される予定ですので、
ご興味のある方はぜひ、二ツ沼総合公園に足を
運んでみてください。
　また、フリーマーケットの開催日はキッチンカーの出店も予定されていますので、お昼ご飯
も併せてお買い求めいただけます。
　たくさんのご来場お待ちしております！

パークゴルフ初心者教室を定期開催
　６月から広野町二ツ沼総合公園パークゴル
フ場で、毎週日曜日に初心者教室を開催してい
ます。定員は４名で、時間は午後１時30分から。
プレー料金（18ホール）は一般300円、中学
生以下100円、道具をお持ちでない方はクラ
ブ150円、ボール50円で貸し出しています。
動きやすい服装と靴でお越しください。プレー
しながら係員がルールやマナーを説明するの
で、初めての方でも気軽にご参加いただけま
す。
　みかんコース、やまゆりコース、二ツ沼コー
ス、さくらコースの４つのコースのうち、２コー
スでプレーします。自然に囲まれた環境で体を動かして、気分をリフレッシュしませんか？２
コースで約2,500歩も歩くため、良い運動になります。ご興味のある方はぜひ一度参加してみ
てはいかがでしょうか。
　お問い合わせ、ご予約は☎27ｰ1130までお願いします。定員に空きがある場合は、当日受
付も可能です。
　これから暑い季節になりますので、帽子やタオル、お飲み物などはご用意ください。
　皆さまのご参加、お待ちしております！
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